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ゆ
り
養
護
学
校
　
花
苗
２
千
株
を
寄
贈

輝
く
栄
冠
！  

渡
邊
さ
ん
が
大
賞
に

に
っ
ぽ
ん
の
お
ど
り
全
国
大
会

東
北
六
魂
祭
２
０
１
５
秋
田

「
本
海
獅
子
舞
番
楽（       

）」が
出
演

下
直
根

講
　
中

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
願
い
、
東
北
の
絆

を
一
層
深
め
て
い
こ
う

と
、
東
北
各
県
を
舞
台
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
東
北

六
魂
祭
。
５
回
目
と
な
る

今
年
は
５
月
30
・
31
日
に

秋
田
市
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
両
日
合
わ
せ
て
26
万

人
を
超
え
る
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
祭
の
中
で
は
県
内
19
団

体
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
本
市
か
ら
は
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る
「
本
海
獅
子
舞
番

楽
」
の
下
直
根
講
中
が
出

演
し
、
伝
統
の
舞
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
こ
の
本
海
獅
子
舞
番
楽
を

は
じ
め
と
す
る
、
市
内
で
継

承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
を

保
存
・
伝
承
す
る
た
め
、
市

で
は
民
俗
芸
能
伝
習
の
拠
点

と
な
る
施
設
の
整
備
を
計
画

し
て
お
り
、
今
年
度
は
建
設

地
の
用
地
造
成
工
事
や
建
設

工
事
実
施
設
計
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
に
か
ほ
市
と
協
定

を
結
び
、
獅
子
舞
番
楽
の
調

査
記
録
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
全
国
規
模
で
調
査
さ

れ
て
い
る
研
究
者
を
委
員
に

迎
え
「
鳥
海
山
北
麓
の
獅
子

舞
番
楽
調
査
委
員
会
」
を
組

織
し
て
、
今
年
度
か
ら
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
海
獅
子
舞
番
楽
に
続
く

国
指
定
を
目
指
し
な
が
ら
、

本
市
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を

全
国
に
向
け
さ
ら
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　
ゆ
り
養
護
学
校
（
新
目
基
校
長
）
高
等

部
か
ら
、
生
徒
た
ち
の
育
て
た
花
苗
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
地

域
応
援
活
動
〜
み
ん
な
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〜
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
水
辺
の
環
境
整
備
に
取
り
組
む
子
吉

川
市
民
会
議
（
齋
藤
悟
代
表
）
に
花
苗
２

千
株
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
て
カ

ダ
ー
レ
に
も
プ
ラ
ン
タ
ー
約
70
個
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ク
ア
パ
ル
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は

生
徒
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
が
手
渡
さ
れ
、
同

会
議
の
齋
藤
代
表
は
「
子
吉
川
沿
い
を
歩

く
た
く
さ
ん
の
方
が
楽
し
め
る
よ
う
大
切

に
育
て
て
い
き
ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま

し
た
。
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市の総合計画「新創造ビジョン」
主な内容

　
こ
の
ほ
ど
、
第
23
回
に
っ
ぽ
ん
の
お
ど

り
全
国
大
会
（
日
本
新
舞
踊
民
謡
芸
能
協

会
主
催
）
が

仙
台
市
で
開

催
さ
れ
、
本

市
の
渡
邊

直
太
郎
さ

ん
（
27
歳
・

中
竪
町
／
芸

名
　
藤
陰
眞

之
助
）
の
演

目
「
風
を
立

「
祓
い
獅
子
」

式
舞「
御
神
楽
」

み
か
ぐ
ら

つ
」
が
総
合
優
勝
で
あ
る
大
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
渡
邊
さ
ん
は
５
月
21
日
に
市

役
所
を
訪
れ
長
谷
部
市
長
に
受

賞
を
報
告
。
「
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
、
お
か
げ
さ
ま
で
優
勝

で
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
私
の
受
賞
を
き
っ
か

け
に
、
新
舞
踊
に
関
心
が
な
か

っ
た
方
に
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

民
俗
芸
能
伝
習
拠
点

施
設
を
整
備

6月15日

編集・発行◎由利本荘市広報課編集・発行◎由利本荘市広報課編集・発行◎由利本荘市広報課

6月15日

No 246No 246
666月月月111555日日日

NoNoNo 246246246246246246246246246
平成27年 2015

高齢者の多年にわたる地域へのご尽力に感謝し、長寿を祝う

地区敬老会が本荘地域４地区、矢島地域で開催されました。

写真は、保育園児の愛らしい踊りに拍手を送る女性の皆さん。

これからもどうぞますますお元気で。

　　　　　　　（６月７日、小友地区健康増進センターで）

主な内容
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笑顔と拍手に包まれて
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☆プレミアム値引券付き

秋田ふるさと鉄道プレミアム回数券を販売中！
　由利高原鉄道の乗車券として利用できる「プレミアム回数券」と矢
島駅売店、キオスク羽後本荘店などで利用できる「プレミアム値引券」
がセットになったお得な回数券セットを販売中です。この回数券を利
用して沿線の四季に触れてみませんか。利用期限は来年2月19日まで。

販売価格　１セット　2，000 円
セット内容　プレミアム回数券　200 円券×11 枚、
　　　　　プレミアム値引券　500 円×2枚
販売場所　由利高原鉄道の羽後本荘、前郷、矢
　　　　　島の各駅と由利高原鉄道Webショップ
利用範囲　｢プレミアム回数券」▷由利高原鉄道の運賃として利用できます。
　　　　　｢プレミアム値引券」▷各駅売店、車内販売で利用できます。
　　　　　※詳しくは会社にお問い合わせください。

　由利高原鉄道では、日帰りツアーとして「プレミアム周遊券」の発
売を予定しています。由利高原鉄道を利用し、近くの観光地を巡るツ
アーです。プレミアム値引券 ( 千円分 ) も付いています。友人やグルー
プでの小旅行にいかがですか。

旅行代金　１人 3,000 円
内　　容　プレミアム値引券 1,000 円
コース・期日　祓川・法体の滝▷7月26日（日）､8月9日（日）､8月29日（土）
       　にかほ･土田牧場▷7月27日（月）､8月4日（火）､8月28日（金）
       　西馬音内盆踊り▷8月16日（日）、17日（月）
       　矢島八朔祭▷9月12日（土）、13日（日）
　　　　　　   ※各ツアーの発着地は秋田市内および由利本荘地内

ゆりてつワンデーツアー｢プレミアム周遊券｣発売予定

｢たなばた列車｣　６月 27 日（土）～７月７日（火）
　▷矢島駅発 9：53、羽後本荘駅発 10：46　

「紙芝居列車」6 月 20 日（土）、7月 20 日（祝、月）
　▷矢島駅発 10：46、羽後本荘駅発 11：49（予約不要・運賃のみ）

｢納涼ビール列車｣　７月 18 日（土）、８月１日（土）､７日（金）
　▷募集数 36 人　代金　3,900 円（飲み放題､折り詰め､運賃含む）
   　　※各回の運行時刻はご確認ください。町内会・団体・会社でのご利用をお待ちしております。

羽後信用金庫本店で「沿線風景写真展」開催中

　羽後信用金庫本店(村上高志本店長)では、
「由利高原鉄道沿線風景写真展」を開催中です。
　この展示は同店の1周年記念企画で、開催
は30日まで。24点の作品には鉄道と地域と
の強い結びつきが感じられます。どうぞご観
賞ください。

楽しい「イベント列車」をご利用ください！

！

問い合わせ
・申し込み先  

由利高原鉄道（株）
☎５６－２７３６

今後ともご支援をお願いいたします

由
利
高
原
鉄
道

由
利
高
原
鉄
道
い
つ
も
ご
利
用
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
も
ご
利
用
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◀
市
の
人
口
の
実
績
と
将
来
推
計

市総合計画の構成と期間

3 Yurihonjo city public Relations. 2015

まちづくりの羅針盤

由利本荘市
総 合 計 画 新創造ビジョン

〜  

新
た
な
由
利
本
荘
市
へ
の
進
化
に
向
け
て 

〜

　
市
誕
生
10
周
年
を
迎
え
、
市
で
は
人
口
減
少
社
会
や
少
子
高
齢
化
の
進
展

と
い
う
重
層
的
な
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
羅
針
盤
と
な
る
市
総
合
計
画
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
期
10

年
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
始
め
、
中
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た

重
点
戦
略
と
基
本
政
策
を
定
め
、
全
市
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
た

め
の
計
画
で
す
。
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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位
置
づ
け･
構
成

市
民
意
見
の
反
映

市
民
の
意
向
や
期
待

重
要
課
題
3
項
目

現
状
と
主
な
課
題

　
市
総
合
計
画
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
10
年
後
の
ま
ち
の
将
来
像
を

定
め
、
基
本
と
な
る
戦
略
や
政
策

を
定
め
る
「
市
政
経
営
方
針
」
で

す
。
こ
の
計
画
は
、
市
政
経
営
の

最
上
位
計
画
と
し
て
、
市
民
・
企

業
・
関
係
機
関
が
チ
ー
ム
「
オ

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
や
ま
ち

づ
く
り
へ
の
期
待
を
反
映
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
重
要
課
題

に
つ
い
て
は
、
次
の
対
策
が
有
効

で
あ
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

①
「
人
口
減
少
社
会
」
に
対
し
て

は
、
就
労
機
会
の
確
保
や
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り

②
「
地
域
産
業
の
活
性
化
」
に
向

け
て
は
、
企
業
誘
致
や
新
た
な
産

業
の
育
成
・
支
援

③
「
観
光
振
興
策
」
で
は
、
発
信

力
の
強
化
、
施
設
の
充
実
、
特
産

品
開
発
と
Ｐ
Ｒ
活
動
、
交
通
ア
ク

セ
ス
の
向
上

ー
ル
由
利
本
荘
」
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
「
羅
針
盤
」
の
役
割
を

果
た
す
も
の
で
す
。

　｢

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
「
基

本
構
想
」
「
基
本
計
画
」
「
実
施

計
画
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
基
本
理
念
や
将
来
像
を

定
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
重
点

戦
略
や
基
本
政
策
の
大
綱
。

基
本
計
画
　
基
本
構
想
に
基
づ
く

④
「
少
子
化
対
策
」
で
は
、
子
育

て
に
係
る
経
済
的
支
援
や
多
様
な

子
育
て
支
援

⑤｢

高
齢
社
会
対
策
」
で
は
、
介

護
や
医
療
に
係
る
経
済
的
支
援

⑥
「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
向
け
て
は
、
市
民
自
身
の

備
え
、
子
ど
も
や
高
齢
者
・
障
が

い
者
な
ど
の
避
難
体
制
の
強
化
、

日
常
的
な
市
民
同
士
の
連
携
と

協
力

　
さ
ら
に
、
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
は
、
「
積
極
的
に

参
加
し
た
い
」
「
で
き
る
だ
け
参

加
し
た
い
」
が
約
６
割
で
、
強
い

意
欲
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
特

に
10
代
や
学
生
が
意
欲
的
な
こ
と

は
、
市
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と

い
え
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
基
本
方
針
。
社

会
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、

前
期
・
後
期
で
策
定
。

実
施
計
画
　
基
本
計
画
に
基
づ
く

年
度
ご
と
の
事
業
内
容
な
ど
、
行

財
政
運
営
の
指
針
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

　
ま
た
、
「
ず
っ
と
住
み
続
け
た

い
」
が
67
・
５
％
で
、
「
由
利
本

荘
市
が
好
き
」
が
66
・
６
％
で
し

た
。
市
へ
の
愛
着
が
高
い
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
誕
生
か
ら
の
10
年
で
「
ま
ち

づ
く
り
の
礎
を
築
く
」
と
い
う
目

標
は
概
ね
達
成
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、人
口
減
少
社
会
と
い
う

局
面
に
入
り
、こ
れ
か
ら
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
で
は
、以
下
３
つ
の
項
目
が

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
課
題

に
な
る
も
の
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

員
会
」
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
有
識
者

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
」
な
ど
を
行

い
、
各
界
各
層
の
幅
広
い
ご
意
見

を
庁
内
の
戦
略
会
議
な
ど
で
集
約

し
、
計
画
に
反
映
す
る
よ
う
努
め

ま
し
た
。

　
日
本
の
総
人
口
は
平
成
20
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
都
市

や
地
方
を
問
わ
ず
、
急
速
な
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
人
口
も
全
て
の
地

域
で
減
少
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
経
済

の
縮
小
、
労
働
力
人
口
の
減
少
や

担
い
手
不
足
に
よ
る
地
域
の
活
力

や
地
域
機
能
の
低
下
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世

代
」
が
65
歳
を
迎
え
、
４
人
に
１

人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会

を
迎
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
出

生
率
の
低
下
な
ど
に
伴
う
少
子
化

に
よ
り
、
今
後
も
一
段
と
少
子
高

齢
化
が
進
む
も
の
と
予
測
さ
れ
、

こ
う
し
た
状
況
へ
の
迅
速
・
的
確

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
域
経
済
の
分
野
で

は
、
モ
ノ
や
資
金
、
情
報
が
国
家

や
地
域
な
ど
の
境
界
を
越
え
、
地

球
規
模
に
拡
大
す
る
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
産
業
の
集
積
に

加
え
、
新
た
に
航
空
機
や
自
動
車

な
ど
の
輸
送
機
関
連
産
業
に
参
入

す
る
地
域
企
業
を
支
援
す
る
な

ど
、
雇
用
の
確
保
と
創
出
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業
・
研
究
に
挑
戦
で
き
、
こ
の
ま
ち
で
働
き
た
く
な
る

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
く
、
生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
地
域
へ

平
成
27
〜
36
年
度
の
ま
ち
の
将
来
像
を
定
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
「
市
政
経
営
方
針
」
と
な
る
市
総
合
計
画
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
！

〝
由
利
本
荘
ブ
ラ
ン
ド
〞

と
い
う
新
た
な
地
域
価
値
を
創
造

最 重 要 課 題 

人口減少に歯止めをかけること

元気な少子高齢社会を形成すること   地域活力の維持・向上を進めること   

　本市の人口減少の主な要因は、出生数の減少による自然減に加え、転出者数が転入者数を上回る社会減の状況が続いてい
ることにあります。
　人口減少の要因を改善する取り組みを重点的に展開し、予測される人口減少のスピードにプレーキをかけることこそ、市
民の満足度をより高め、基礎自治体としての成長につながる、今後10年間の最重要課題となります。          

　本市は50歳代後半から60歳代前半（団塊の世代）の人
口が最も多く、65歳以上の高齢者人口も3割を占め、今後
も急速に高齢者が増えることが予測されます。
　こうした現状を踏まえ、従来の「高齢者支援型」のサー
ビスから、各分野で高齢者の知識・経験・スキル（技術）
を生かす「高齢者活躍型」への転換が必要です。
　全市を挙げて、総合的かつ持続的な少子化対策に取り組
んでいくことが重要課題となります。  

　人口減少と少子高齢化により、特に周辺地域の過疎化に伴う
地域活力の低下が懸念されます。
　地域再生の原動力となるのは、地域活力を生み出す地域住民
の意欲と実践力です。市民・地域・行政が担う役割を見直しつ
つ、一人一人の力と地域の絆を強め、自ら課題を解決する「自
立型」の地域づくりをより一層推進します。さらに自然や伝
統・文化、景観を未来に残し、新しい文化を創造しながら、地
域活力の維持向上を進めることが重要課題となります。 

重 要 課 題

まちづくり重点戦略の全体像

新たな由利本荘市への進化に向けて

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ま

きょうじん

い い

ち

１　人と豊かな自然をつなぐ、健やかで

　　　　創造性あふれるまちづくり

２　交流とにぎわいを生み出す、活き活きと

　　　　躍動するまちづくり

３　住民自治と協働の精神に基づく、

　　　　可能性豊かで自立したまちづくり

まちづくりの基本理念

人と自然が共生する躍動と創造の都市

～ 新たな「由利本荘市」への進化 ～

まちの将来像

人口減少に歯止めをかける

最重要課題

国内外から人と財が集まる

「地域価値（由利本荘ブランド）」の創造

重点戦略

戦略方針

① 産業集積の強靱化と雇用創出

② 子どもを産み育てやすい環境の創造

③ 生きがいあふれる健康長寿社会の形成

④ ふるさと愛の醸成と地域コミュニティーの再生

まちづくり基本政策

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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と
推
進
施
策
の
内
容

基
本
政
策

1 力強い産業振興と雇用創出
【事業意欲の喚起と雇用創出】　貸し工場の整備、空き家・空き地
の利活用の研究、コミュニティービジネス創業の促進、ビジネスリ
ーダーの育成、地域エネルギー利活用の推進、事業挑戦を促す助成
の実施、Ａターン希望者への情報発信、若年者などの雇用促進の支
援、新たな工場立地などに対する支援など
【工業の振興】　新たな企業立地支援、ものづくり人材育成の支援、
秋田輸送機コンソーシアム支援、地域企業間連携の実践、農商工連
携によるマーケティング力の強化、異業種連携による新事業創出など
【商業の振興】　地場産品の地域消費喚起の展開、商業と農林水産・工・観光分野、大学
との連携交流、事業促進支援制度、中心市街地活性化など
【農業の振興】　農産物・加工品の首都圏消費ニーズの把握・プロモート活動・販路拡大、
道の駅での販売拡大、施設の団地化と施設型周年農業の促進、循環型農業の推進、直売組
合の活動支援、農業生産基盤の整備、６次産業化の推進、秋田由利牛ブランドの推進、就
農支援の充実、里山や農村景観の保全など
【林業の振興】　民有林造林の促進、地場産材製品の販路
拡大、木質バイオマスの推進、地域木材利用の推進など
【水産業の振興】　地魚ブランドの構築、水産加工の積極
的展開、体験型漁業など観光との連携など
【観光の振興】　国内外への観光情報の発信強化、外国人
観光客への対応強化、観光案内人の育成、地域資源を活
用した観光プログラムなどの開発、食・農・観が一体とな
った商品開発、鳥海山・飛島ジオパーク構想の推進など

3 笑顔あふれる健康・福祉の充実
【保健・医療の充実】　健康診査・検診の受診促進、健康づくりの推進、
医療体制の充実、救急医療体制の強化、医療費助成の継続など
【子ども・子育て支援の充実】　不妊・不育症治療費助成の充実、母子
保健事業の充実、子育て支援ネットワークづくりの推進、小児医療・小
児救急医療体制の充実、健全育成環境の充実、子育て支援施設の整備充
実、経済的負担の軽減など
【高齢者福祉の充実】　高齢者の就労機会の拡充、社会参加活動や生き
がいづくりの支援、地域ミニデイサービス活動の充実、一般介護予防事
業の充実、認知症予防対策、地域包括ケアシステムの構築など
【障がい者福祉の充実】　発達に応じた継続的な相談支援体制の充実、通所支援事業所
の充実、福祉サービスの充実、一人暮らしの障がい者への生活支援の充実など
【地域福祉・社会保障の推進】　ボランティア活動の活性化、ボランテ
ィアセンターの設置、介護支援ボランティアの養成、学校と連携した福
祉教育の充実、地域福祉ネットワークの充実、社会保障制度の運営など

4 ふるさと愛を育む 次代の人づくり
【幼児教育、学校教育、青少年健全育成の充実】　コミュニティー・ス
クールを活用した地域教育力の向上、基礎・基本の定着と個性的な力を
伸ばす学校教育の充実、地域社会との関わりを重視した職場体験の充実、
幼保・小・中・高・大学と「連続した学び」を形成する連携の充実、地域人財の積極的活用と連携強化など
【生涯学習社会の推進】　自主学習活動の支援と社会教育事業の推進、芸術文化活動の推進、鳥海山文化遺
産の保存と活用、民俗芸能の保存・伝承と伝習・公開拠点施設の整備、埋蔵文化財の保存と活用
【スポーツ立市の推進】　生涯スポーツの普及・定着、スポーツ・レクリエーション活動の地域拠点施設の
充実、大規模なスポーツイベントの開催、スポーツコミッションの研究など

5 市民主役の地域づくりと市政運営
【男女共同参画社会の推進】　審議会などへの女性参画の推進、女性の就業などの支援、ＤＶ根絶のための
環境整備、相談体制の充実など
【国内外交流の推進】　友好都市などとの相互交流の充実、大学との地域連携協定などを活用した交流活動
の推進、国際理解に関する講座の開催、やさしい日本語なども活用した情報提供の充実など
【住民自治の推進】　町内点検による地域情報の掘り起こしなどの促進、地域コミュニティー機能の活性化、
地域リーダーなどの育成、市民ニーズに沿った施設整備など
【開かれた市政の推進】　市民意見や提言を反映した政策決定、市民参画の促進、外部評価・監査の実施、
遊休施設（資産）の利活用、民間企業や団体との連携、行政サービスの向上、財政運営の健全化など

2 安全・安心・快適な定住環境の向上
【自然環境の保全・活用】　各種バイオマスの利活用促進、ごみ減量化（３Ｒ）運動の推
進、太陽光・風力など再生可能エネルギー利活用の推進、歴史的・文化的景観の保全、花
壇づくりや緑化運動の推進、親水型河川環境の整備など
【快適な住環境の整備】　総合防災公園を核としたにぎわい拠点の形成、移住・定住促進
対策の推進、市民のふれあいの場の整備、上下水道・生活雑排水対策の推進、公共交通の
強化など
【機能的な社会基盤の整備】　高速交通体系の整備促進、鳥海ダムの建設促進、鉄道交通
の整備、バス路線の再編、高度な情報通信基盤の整備、除雪・融雪設備の整備
【防災・減災のまちづくり】　自主防災活動の充実による共助体制の構築、同報系無線設
備の整備、防犯・交通安全活動の推進など

　
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
は
、
５
つ
の
基
本

政
策
ご
と
に
推
進
施
策
が
あ
り
ま
す
。
各
項

目
に
は
、
市
が
目
指
す
姿
に
対
す
る
「
成
果
目

標
」
を
設
定
し
、
現
状
値
（
実
績
値
）
を
踏
ま

え
、
具
体
的
な
数
値
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
力
強

く
推
進
し
、
目
指
す
成
果
を
上
げ

る
た
め
に
、
人
口
減
少
対
策
戦
略

会
議
な
ど
、
全
庁
横
断
的
に
連
携

し
、
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
毎
年
度
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
い
て

計
画
・
実
施
・
評
価
・
改
善
を
図

り
ま
す
。

　
昨
年
、
国
で
は
人
口
急
減
・
超

高
齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題
に
対

し
、
各
地
域
が
特
徴
を
生
か
し
、

自
立
的
・
持
続
的
な
社
会
を
創
生

で
き
る
よ
う
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
。
都
道

府
県
と
市
町
村
に
対
し
、
「
地
方

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総

合
戦
略
」の
策
定
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
国
の
総
合
戦
略
の
基
本
目
標

と
、
市
の
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
重
点
戦
略
や
基
本
政
策
の
考
え

方
は
合
致
し
て
お
り
、
さ
ら
に
地

域
課
題
の
実
情
を
加
え
な
が
ら
、

好
循
環
な
ま
ち
づ
く
り
を
生
み
出

す
総
合
戦
略
を
目
指
し
ま
す
。
市

の
総
合
戦
略
な
ど
は
、
今
年
の
秋

頃
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

攻めの農業へ―

豊
か
な
心
を
育
む―

子育ての喜びあふれるまちに

地
域
ブ
ラ
ン
ド
育
成

Interview
インタビュー

市の将来をもっと身近に考え、行動することが大切に
　行政の支援が厚く、由利本荘市は子育てしやすいまちだと思います。

人口減少や地域の今後について、私たちももっと身近に考える必要があ

ります。「お孫さんたちの時は大丈夫ですか」と聞かれて、初めて危機

感を持つのではないでしょうか。これからの時代を担う若い人たちを巻

き込み、覇気のある若者たちの力で地域の活性化を図るのも一案です。

　市総合計画の審議に関わり、私たち自身も「誰かがやってくれるだろ

う」ではなく、一人一人が市全体を見渡しながら、地域の良さや強みを

とらえて行動していくことが大切になると感じました。
新たなまちづくり検討委員会委員

大城敬子さん
(69歳・東梵天)

計
画
推
進
の
た
め

新たな由利本荘市への進化に向けて

■
問
い
合
わ
せ
先

　総
合
政
策
課
☎
24
―
６
２
２
６
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市長室市長室

こんにちはこんにちは
　市長の長谷部です。5 月の私の行動の一部
をお知らせします。この情報は市ホームペー
ジでもご覧いただけます。

から

　
東
北
都
市
監
査
委
員
会
定

期
総
会
・
研
修
会
が
５
月
28

日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

６
県
各
都
市
の
関
係
者
約
２

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
長
谷
部
市
長

が
「
本
市
に
皆
さ
ま
を
お
迎

え
で
き
る
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
く
、
心
か
ら
歓
迎
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
会
議
が
意
義

深
い
も
の
と
な
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。
ぜ
ひ
市
の
観
光
名

所
や
温
泉
、
地
酒
な
ど
を
堪

能
し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
々
木
代
表
監
査

委
員
は
「
地
方
自
治
体
へ
の

住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る

中
、
自
治
体
が
公
平
・
公
正
、

法
に
則
し
て
対
応
し
て
い
る

か
を
監
査
し
、
住
民
の
信
頼

を
得
る
こ
と
が
監
査
委
員
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
監
査
業
務
の
充
実

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
「
地
方
公
営

企
業
の
現
状
と
課
題
」
の
ほ

か
、
本
市
関
連
の
シ
ェ
ー
ル

オ
イ
ル
採
取
、
鳥
海
山
信
仰

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
都
市
監
査
委
員
会
定
期
総
会

　本
市
で
開
催

東
北
各
都
市
の
監
査
委
員
が
集
う

　本市第２回市議会定例会で、小
友財産区管理委員にかかる人事
案件が上程され、次の７人を選任
することが同意されました。

　本市第２回市議会定例会
で、教育委員会委員にかかる
人事案件が上程され、齋藤眞
紀氏を任命することが同意
されました。

教育委員会委員
齋藤　眞紀  氏
（45歳・石脇）

小松德夫　氏（67歳・万願寺）

木嶌洋吉　氏（60歳・万願寺）

阿部　清　氏（54歳・三条）

岡本善広　氏（56歳・二十六木）

伊藤孝志　氏（64歳・館前）

藤井勇三　氏（61歳・金山）

小松　直　氏（60歳・北ノ股）

小友財産区
　　管理委員７人を選任

教育委員に
　齋藤氏を再任

市
民
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
丸
亀
市
に
勝
利
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
in
由
利
本
荘

　
３
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
今
年

は
、
友
好
都
市
で
あ
る
「
香
川
県

丸
亀
市
」
と
対
戦
。

　
本
市
は
６
万
６
７
０
２
人
が
参

加
し
、
昨
年
の
69
・
４
％
を
大
き

く
上
回
る
81
・
５
％
の
参
加
率
を

達
成
。
見
事
勝
利
に
輝
き
ま
し

た
。

　
対
戦
相
手
の
丸
亀
市
は
６
万
４

９
２
６
人
が
参
加
し
、
57
・
２
％

　「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
日
本
を
元

気
に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
５

月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
in
由
利
本

荘
」
で
は
、
市
内
各
地
で
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
ま
し

た
。

の
参
加
率
に
。
両
市
と
も
50
％
以

上
と
な
り
、
本
市
と
と
も
に
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
お
互
い

の
健
闘
を
た
た
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
を
契
機
と
し
て
さ
ら
に
友
好

が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
各
企

業
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

両
市
の
市
旗
が〝
友
好
都
市
の
証
〞と
し
て

丸
亀
市
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
後
方
は
丸

亀
城
（
写
真
提
供
Ⅱ
丸
亀
市
広
報
課
）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　８日　昨年更新した雪上車に試乗いたし
ました。冬山での遭難救助活動や冬期間に
おける火山対策などで活用されます。

　14日　まるごと売り込み協定を締結した
千葉県柏市の京北スーパーを視察。品質、
健康、環境保全を重視した品揃えで、買い
物客で大にぎわいでした。

　18日　チャレンジデー対戦相手となった
友好都市である香川県丸亀市の梶市長とイ
ンターネット電話でエール交換。

　20日　大内地域の中田代工業団地に本市
初となる商業用太陽光発電所が本格稼働。

長谷部市長

佐々木代表監査委員

市民一斉ウオーキングには長崎宏子さんも参加しました

みんなで健康体操（カダーレで）

勝
っ
た
ぞ
〜
‼

勝
っ
た
ぞ
〜
‼

　
農
家
が
春
の
農
作
業
を

終
え
、
一
段
落
す
る
〝
さ

な
ぶ
り
〞
の
時
期
を
楽
し

も
う
と
、
鳥
海
「
新
緑
ま

つ
り
」
が
６
月
７
日
、
鳥

海
健
康
広
場
で
開
催
さ
れ

多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
前
ノ
沢
太
鼓
や
舞
踊
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
毎
年

恒
例
の
「
百
宅
そ
ば
早
食

い
大
会
」
が
行
わ
れ
、
男

性
13
人
と
女
性
15
人
が
出

場
。
男
性
は
１
㌔
、
女
性

は
８
０
０
㌘
の
手
打
ち
そ

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
　
晴
天
の
下
に
ぎ
や
か
に

２
０
１
５
鳥
海
「
新
緑
ま
つ
り
」

ば
を
い
か
に
早

く
食
べ
終
わ
る

か
を
競
い
、
こ

の
日
一
番
の
盛

り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、

午
後
に
は
歌
謡

バ
ラ
エ
テ
ィ

シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
観
客
の
耳

を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　
水
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
、
水
防
態

勢
の
強
化
を
図
る
た
め
、
６
月

河
川
の
被
害
を
最
小
限
に
　
市
水
防
訓
練

７
日
に
市
水
防
訓
練
が
岩
城
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
約
１
０
０
人
の
消

防
団
員
は
、
水
防
専
門
家
の
菅

原
信
雄
氏
か
ら
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

と
改
良
積
み
土
の
う
工
な
ど
の

実
践
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

　
団
員
た
ち
は
互
い
に
役
割
を

確
認
し
合
い
な
が
ら
、
い
ざ
と

い
う
時
に
安
全
・
迅
速
に
河
川

の
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
の

技
術
と
知
識
の
習
得
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。
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【
対
象
】　
平
成
27
年
６
月
分
の
児

　
童
手
当
を
受
給
さ
れ
る
方

※

特
例
給
付
（
児
童
手
当
の
所
得

　
制
限
額
以
上
の
方
に
、
児
童
１

　
人
当
た
り
月
額
５
千
円
を
支
給

　
し
て
い
る
も
の
）
を
受
給
さ
れ

　
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
支
給
額
】　
児
童
手
当
の
対
象
と

　
な
る
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

【
提
出
先
】

　
子
育
て
支
援
課
、
ま
た
は
各
総

　
合
支
所
市
民
福
祉
課
（
郵
送
可
）

【
受
付
期
間
】

　
10
月
１
日
（
水
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

【
支
給
予
定
日
】

　
10
月
30
日
（
金
）（
予
定
）

10平成 27年 6月 15日号　広報ゆりほんじょう

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
の
た
め

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響

な
ど
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
臨
時
特
例
的
な
給
付

措
置
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　今年５月分までの児童手当を受け

ている方が、引き続き手当を受給す

るためには現況届の提出が必要です。

　現況届の提出がない場合、６月分

以降の手当を受けられなくなります

のでご注意ください。

　対象者には現況届の用紙を６月５

日（金）に発送しています。詳細は

通知をご覧ください。

対象　５月分まで児童手当を受給し

ていた方

受付期間　６月８日（月）〜30 日

（火）（土日を除く）

提出先　子育て支援課、または各総

合支所市民福祉課

受付時間　８：30〜17：15

※６月15日〜19日、29日、30日

　は、子育て支援課に限り、19：00

　まで受付しています。

申し込み・問い合わせ先
　子育て支援課　児童支援班

　☎24−6319

「児童手当現況届」
提出はお早めに！

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
問
い
合
わ
せ
は…

　
子
育
て
支
援
課
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
窓
口

　
☎
24―

６
２
９
２

　
厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０―

０
３
７―
１
９
２

●
公
務
員
の
方

　
本
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
支

給
す
る
所
属
先
か
ら
配
布
さ
れ
ま

す
。

●
公
務
員
以
外
の
方

（
本
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
本

市
か
ら
受
給
す
る
方
）

　
児
童
手
当
現
況
届
（
６
月
５
日

送
付
）
の
裏
面
に
申
請
欄
を
設
け

て
い
ま
す
。
現
況
届
と
併
せ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
な
い
方
（
５
月
に

第
１
子
出
生
、
５
月
に
本
市
に
転

入
な
ど
）
に
は
、
給
付
金
の
申
請

書
の
み
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
書
の
配
布
に
つ
い
て

発行総
額

6億円
１万円で１万２千円分購入できる！
商品券取扱店で使える
「由利本荘市プレミアム付き商品券」販売します！
　市商工会では１万円で１万２千円分が購入できる大
変お得なプレミアム付き商品券を販売します。５万
セット限定販売になりますので、ぜひお早めにお求め
ください。取扱店など詳細については、本紙７月１日
号同時配布のチラシをご覧ください。

販売開始日　７月１日（水）９時から（完売次第終了）
販売場所　市商工会本所・支所
商品券のセット内容　千円券×12枚（内訳・全加盟
　　　　　 店で使える「共通券」６枚、大型店で使
　　　　　 用できない「一般店専用券」６枚）
※購入はお一人　10セットまで
問い合わせ先
「由利本荘市プレミアム付き商品券」について　市商工会　☎２３－８６８６
商品券の購入支援券について　商工振興課　☎２４－６３７２【非課税世帯に関しては税務課（☎２４－６３０３）】

　市や商工会、民間などで組織する由利本荘市鳥海山文化de
元気実行委員会では、「平成26年度文化芸術振興費補助金（文
化遺産を活かした地域活性化事業）」により、本市の「民俗
芸能と祭りガイドブック」を作成しました。本市の民俗芸能
や各地域に息づく祭りについて解説した内容になっています。
　観光文化振興課（市役所内　☎２４－６３４６）と文化課
（西目総合支所内　☎３２－１３３７）で配布しています。
詳細については、お問い合わせください。

由
利
本
荘
市

民
俗
芸
能
と
祭
り

「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
配
布
し
ま
す

　市誕生10周年を記念してフォトコンテストを開催中です。
皆さんの撮影した「四季の彩り」を応募してみませんか？
募集部門　①由利本荘市の自然　②由利本荘市の歴史と文化 
（祭りなどで人物が入っている場合は本人の許可を得たもの）
募集期限　10月30日（金）まで（随時受け付け）
応募資格　年齢・性別・プロ・アマ
　を問いません。なお、他のコンテ
　ストの入賞作品は不可とします。
募集作品数　各部門、各シーズンご
　とに、お一人につき５枚まで
サイズ　２L判でプリントしたもの。
賞・表彰　 各部門ごとシーズン大賞（賞金２万円）と、その
　中からシーズントップ大賞（賞金３万円）。出展された方
　全員に特産品などの参加賞があります。
●コンテスト終了後、「由利本荘・四季の彩りカレンダー」
　を制作し、販売する予定です。詳しくは市ホームページを
　ご覧ください。
応募・問い合わせ先　観光文化振興課　☎２４－６３７５

　　　　　本紙６月１日号　21㌻桑ノ木台湿原までのバス運行は
　　　　　期間中　土曜・日曜のみの実施になります。

由利本荘市誕生10周年　記念事業

『由利本荘・四季の彩りフォトコンテスト』
作品の応募をお待ちしております！

訂正

　住宅用火災警報器の取り付けは法令で義務
づけられています。５月末現在、本市の設置
率は75・５％。まだ取り付けていない世帯は消
防本部予防課にご相談ください。
※設置が義務化されて９年が経過しました。
点検ボタンを押すか、点検ひもを引っ張り定
期的に作動確認してください。電池切れや本
体の故障の場合は速やかに交換ください。

　市消防本部では平成24年６月から３年間に
わたり、市内全世帯を対象に住宅用火災警報
器の戸別訪問調査を実施していましたが、今
後は消防職員による電話での聞き取り調査に
移行します。ご理解とご協力をお願いします。

　　　　問い合わせ先
　　　　消防本部予防課　☎２２－４２８７

住宅用火災警報器
取り付けは義務です

時間
　給油取扱所講習　９時～正午
　一般（その他）講習　13時半～16時半
受付期間
　６月15日（月）～６月26日（金）
受講手数料
　４,７００円
　（秋田県証紙または振り込み）
提出・問い合わせ先
　（一社）秋田県危険物安全協会連合会
　☎０１８－８６７－２２４５
※申込書は、本荘・矢島消防署と各分署にも
　準備しています。

危険物保安講習を実施します危険物保安講習を実施します
　   期　日 　　　 　 会　　場
７月15日（水） 秋田市文化会館
７月24日（金） 秋田市文化会館
７月28日（火） 大仙市大曲交流センター
８月４日（火） 秋田市文化会館
８月11日（火） 西目公民館シーガル
８月25日（火） 平鹿生涯学習センター
９月１日（火） 湯沢雄勝広域交流センター
９月８日（火） 秋田市文化会館（一般のみ）

○プレミアム付き商品券の購入支援券を交付します。
～「子育て世帯」と「市県民税非課税世帯」を応援します～
　市では、今年度「子育て世帯」と「市県民税非課税世帯」

に該当する世帯に対し、市商工会「由利本荘市プレミア

ム付き商品券」購入時に利用できる５千円分の「購入支

援券」を１枚交付します。６月下旬に対象世帯へ直接郵

送されますので、記載内容をご確認の上、商品券購入時

に販売窓口に提出してください。

交付対象世帯
子育て世帯（中学 3 年生以下の子供がいる世帯）

市・県民税非課税世帯（世帯員全員が非課税の世帯）

「住宅用火災警報器」
設置状況電話調査にご協力ください



　　
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
】

本
荘
地
域
　
　
１
戸
（
伊
勢
堂
）

【
公
営
住
宅
】

岩
城
地
域
　
　
１
戸
（
愛
宕
西
）

　
　
　
　
　
　
１
戸
（
愛
宕
東
）

矢
島
地
域
　
　
２
戸
（
下
山
寺
）

　
　
　
　
　
　
２
戸
（
栩
木
田
）

　
　
　
　
　
　
１
戸
（
栄
町
）

由
利
地
域
　
　
１
戸
（
滝
沢
舘
）

西
目
地
域
　
　
２
戸
（
宮
崎
）

東
由
利
地
域
　
２
戸
（
吉
野
）

【
公
共
住
宅
】

岩
城
地
域
　
　
１
戸
（
天
鷺
東
）

矢
島
地
域
　
　
１
戸
（
下
山
寺
）
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東
由
利
地
域
　
１
戸
（
吉
野
）

鳥
海
地
域
　
　
１
戸
（
笹
子
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
25
日
（木）
ま
で
、
入
居
の
条

　
件
な
ど
、
詳
し
く
は
建
築
住
宅

　
課
　
☎
24―

６
３
３
４
、
ま
た

　
は
各
総
合
支
所
建
設
課

期
日
　
８
月
８
日
（土）
　

会
場
　
鳥
海
高
原
南
由
利
原
青
少

　
年
旅
行
村

内
容
　
高
原
音
楽
祭（
第
１
部｢

唄

　
と
踊
り
の
祭
典｣

　
17
時
〜
18

　
時
半
、
第
２
部｢

伍
代
夏
子｣

オ

　
ン
ス
テ
ー
ジ
　
18
時
半
〜
20
時
）、

　
高
原
花
火
大
会
　
20
時
〜

【
出
店
者
募
集
】

出
店
場
所
　
青
少
年
旅
行
村
「
ち

　
び
っ
こ
広
場
」
ほ
か

対
象
　
市
在
住
の
団
体
・
個
人

出
店
規
模
　
１
区
画（
３
間×

２

　
間
）

定
員
　
16
区
画
程
度

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
市
観

　
光
協
会
由
利
支
部
会
員
を
優
先

　
し
、
会
員
以
外
の
方
を
抽
選

出
店
協
力
金
　
市
観
光
協
会
由
利

　
支
部
会
員
　
５
千
円
、
会
員
以

　
外
　
１
万
５
千
円
（
酒
類
販
売

　
時
は
５
千
円
追
加
）

【
高
原
音
楽
祭
第
１
部
出
演
者
募
集
】

出
演
時
間
　
17
時
〜
18
時
半

対
象
　
県
内
で
活
躍
す
る
ア
マ
チ

　
ュ
ア
バ
ン
ド
な
ど
（
ジ
ャ
ン
ル

　
は
問
い
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
26
日
（金）
ま
で
、
市
観
光
協

　
会
由
利
支
部
（
由
利
総
合
支
所

　
産
業
課
内
）　
☎
53―

２
１
１

　
４

　
県
民
と
県
在
住
の
外
国
人
が
お

互
い
の
文
化
に
触
れ
合
う
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
す
。

日
時
　
９
月
26
日
（土）
　
10
時
〜
16

　
時

会
場
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋
田
　
セ

　
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
（
秋
田
市
御

　
所
野
）

対
象
　
活
動
を
紹
介
し
た
い
県
内

　
の
国
際
交
流
団
体
、
自
国
の
文

　
化
を
紹
介
し
た
い
県
在
住
の
外

　
国
人
の
方
な
ど 

出
展
料
　
無
料

募
集
定
員
　
30
団
体

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
31
日
（金）
ま
で
、
秋
田
県
国

　
際
交
流
協
会
　
☎
０
１
８―

８

　
９
３―

５
４
９
９

訓
練
科
・
定
員
　
金
属
加
工
科（
15

　
人
）、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ

　
ン
科（
18
人
）、
電
気
・
通
信
施

　
工
技
術
科（
15
人
）、
工
場
管
理

　
業
務
課（
15
人
）

訓
練
期
間
　
８
月
４
日
（火）
〜
平
成

　
28
年
２
月
２
日
（火）
　
９
時
20
分

　
〜
15
時
40
分

会
場
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申

　
し
込
み
を
し
、技
術
・
技
能
を
身

　
に
つ
け
再
就
職
を
希
望
す
る
人

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別

　
途
）

申
し
込
み
先
　
６
月
26
日
（金）
ま
で
、

　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
い
合
わ
せ
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

　
タ
ー
秋
田
　
☎
０
１
８―

８
７

　
３―

３
１
７
８

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中
！

鳥
海
高
原
由
利
原
ま
つ
り
２
０
１
５

出
店
者
・
音
楽
祭
出
演
者
募
集

あ
き
た
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
せ
ん
か
？

「
公
共
職
業
訓
練
」訓
練
生
募
集

情報ガイド情報ガイド
　市からのお知らせやイベントなど、
身近な情報をお届けします。
市ホームページにも掲載して
いますので、ぜひご覧ください。
◎由利本荘市ホームページ
http://www.city.yurihonjo.akita.jp
◆スマートフォンなどで
は、ＱＲコードからアク
セスしてください→

暮 ら し の お 知 ら せ

市の臨時職員を募集します
　ハローワークで発行する紹介状と市専用
の履歴書、資格取得証明書の写しを提出し
てください。詳細はハローワークに備え付け
の募集要項でご確認ください。       
【保健師または看護師（産休・育休代替）】
勤務内容　成人保健に関する業務
勤務先　健康管理課（本荘保健センター）
勤務時間　週５日勤務（38時間45分）
※パート勤務も可（条件は要相談）
応募資格　保健師、または看護師免許を有
　する人。パソコンの基本操作が可能な人
　（エクセル、ワードなど）
雇用期間　８月１日から28年１月31日まで
　（更新可。最終は育児休業期間満了予定
　の平成28年２月末日まで） 
申し込み・問い合わせ先
　７月３日（金）まで、総務課　☎２４－６
　２１７、業務内容の問い合わせは、健
　康管理課　☎２２－１８３４

☆アンテナ不要で、雷・風害の心配無用！
☆由利本荘の話題をテレビで観れる！
☆TBS 系列チャンネルを配信！
☆IP 電話やインターネットのサービスも！
申し込み・問い合わせ先
　CATVセンター　☎６５－３７２２
※申し込み手続きは市役所広報課、各地域
　総合支所でも行えます。

今月末　6月30日（金）まで！！
加入金　30，860円→無料になります

新規加入金無料キャンペーン

補
助
の
対
象
と
な
る
方
　

　
本
市
に
住
所
が
あ
り
居
住
す

る
住
宅
な
ど
に
設
置
す
る
方
、

ま
た
は
本
市
に
主
た
る
事
業

所
（
本
社
、
本
店
な
ど
）
ま

た
は
主
た
る
営
業
所
（
支
店
、

営
業
所
な
ど
）
が
あ
り
、
当
該

事
業
所
な
ど
に
設
置
す
る
法
人

補
助
の
対
象

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ま
た

は
薪
ス
ト
ー
ブ
本
体
お
よ
び
付

属
品
の
購
入
費
、
設
置
に
必
要

な
工
事
費
、
消
費
税
と
地
方
消

費
税
。（
た
だ
し
、
薪
ス
ト
ー

ブ
は
二
次
燃
焼
な
ど
に
よ
り
排

煙
を
減
少
さ
せ
る
機
能
を
有
す

る
も
の
に
限
り
ま
す
）

補
助
金
の
額

　
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以

内
（
上
限
20
万
円
）

補
助
台
数
　
50
台

実
施
期
間

　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

提
出
書
類

  

補
助
金
等
交
付
申
請
書
と
添

付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
書
類
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
農
山
漁
村
振
興
課

　
☎
24―

６
３
５
７

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課
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木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
で

森
林
・
林
業
の
再
生
を
！

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス
ト
ー
ブ

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
で

森
林
・
林
業
の
再
生
を
！

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス
ト
ー
ブ

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
市
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
、
ま
た
は
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設

置
す
る
市
民
を
対
象
に
、
設
置
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
、
ま
た
は
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設

置
す
る
市
民
を
対
象
に
、
設
置
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

事前準備が必要です！事前準備が必要です！ 　民間事業者においては、給与所得の源泉徴収票
の作成、社会保険料の支払い・事務手続きなどで
マイナンバーを取り扱います。対象業務の洗い出
しや対処方針の決定など、事前準備が必要です。

マイナンバー◆マイナンバーの記載が必要な書類は？
・給与所得の源泉徴収票、支払調書等の税務関係書類
・健康保険・厚生年金保険、雇用保険関係書類
　などの書類にマイナンバーの記載が必要となります。
◆マイナンバー収集対象者を洗い出し！
・従業員などとその扶養家族
・報酬（講師謝礼、出演料など）、不動産使用料、配
　当などの支払い先
　などがマイナンバー収集の対象になります。
◆マイナンバーの管理・保管には細心の注意を！
・特定個人情報の漏洩を防止するため、マイナンバー
　が記載された書類は鍵のかかる棚に保存するなど、
　物理的に部外者が閲覧できないように安全管理を徹
　底しましょう。
・マイナンバー取扱者の明確化やマイナンバー取り扱
　い方針の策定など、組織体制の整備・社内規定の見
　直しを検討しましょう。

電話での問い合わせ先　９時半～17時半（土日・祝日を除く）
マイナンバーコールセンター（有料）
☎０５７０̶２０̶０１７８
 【英語対応】☎０５７０̶２０̶０２９１

※この他にも、従業員への周知・研修を行う必要があっ

　たり、自社でシステム構築を行っている場合には関連

　システムの改修が必要になるなど、マイナンバー導入

　に向けて様々な準備が必要です。最新情報については、

　次の国のホームページなどをご参照ください。

●政府広報オンライン

　…マイナンバー制度全体の概要

●国税庁ホームページ

　…法人番号について

●厚生労働省ホームページ

　…社会保障分野への社会保障・税番号導入について

民間事業者のマイナンバー取り扱い

木質バイオマスとは？
　バイオマスとは、化石燃料を除く「再生可能な、生物由来の有機性

資源」のことです。木質バイオマスには、主に、間伐材や造材のとき

に発生した枝、葉などの林地残材、製材端材のほか、住宅の解体材や

街路樹の剪定枝などの種類があり、薪も木質バイオマスの一つ。木質

ペレットは間伐材や製材端材を圧縮成型した燃料です。

木質バイオマスを使うメリットは？
●森林の適切な整備への寄与…森林は、水源のかん養などのさまざま

　な機能を持っています。森林がこれらの機能を十分に発揮するには、

　間伐や伐期を迎えた樹木を伐採するなどの適切な森林の整備が不可

　欠です。未利用間伐材などが燃料として使用されることにより、林

　業経営にも寄与し、森林整備の推進につながります。

●二酸化炭素排出の抑制、地球温暖化の防止…木質バイオマスの燃焼

　により二酸化炭素は発生しますが、樹木の間伐や伐採後に森林が更

　新され、その成長過程で光合成により二酸化炭素が吸収されます。

●廃棄物の発生を抑制…住宅の解体材なども木質バイオマスとして利

　用できます。

せんてい まき



　
日
本
遺
族
会
で
は
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
、
戦
没
者
遺
児

に
対
す
る
旧
戦
域
を
訪
れ
る
慰
霊

追
悼
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
地
域
　
旧
満
州
、
旧
ソ
連
　

　
ほ
か
11
地
域  

◎
本
年
は
洋
上
慰
霊
を
実
施
し
ま

　
す
。日
程
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

　
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
県
福
祉
政
策
課

　
援
護
班
　
☎
０
１
８―

８
６
０

　―

１
３
１
８

　
農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
に
、
農
業
者
年
金
基
金
よ
り

現
況
届
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
提
出
期
限
は
６
月
末
と
な
っ
て

い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
た
り
、
提

出
が
無
い
と
き
に
は
年
金
の
支
給

が
停
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委

　
員
会
事
務
局
　
☎
24―

６
２
６

　
０
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
庶
務

　
班
（
産
業
課
内
）
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　「
県
民
読
書
の
日（
11
月
１
日
）」

制
定
記
念
と
し
て
創
設
し
た
「
ふ

る
さ
と
秋
田
文
学
賞
」
の
第
２
回

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品
　
秋
田
県
を
舞
台
と
し

　
た
、
ま
た
は
県
内
の
自
然
・
人

　
物
・
風
土
・
物
産
を
題
材
と
し

　
た
随
筆
・
小
説
・
紀
行
文

◎
要
項
は
市
内
公
民
館
に
あ
り
ま

　
す
。
詳
し
く
は
県
に
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
県
読
書
活
動
推

　
進
本
部
（
県
立
図
書
館
内
）

　
☎
０
１
８―

８
６
２―

５
２
０
０

部
門
・
日
時
・
申
込
期
限

【
ピ
ア
ノ
部
門
】

日
時
　
10
月
17
日
（土）
・
18
日
（日） 

申
込
期
限
　
８
月
31
日
（月） 

【
弦
楽
器
部
門
、
声
楽
部
門
】

日
時
　
11
月
21
日
（土）
　

申
込
期
限
　
９
月
30
日
（水）
　

【
管
・
打
楽
器
部
門
】

日
時
　
11
月
22
日
（日）
　

申
込
期
限
　
９
月
30
日
（水）
　

会
場
　
ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル

　（
秋
田
市
）　
　

対
象
　
県
内
在
住
、
ま
た
は
県
出

　
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
堤

防
の
刈
り
草
を
無
償
で
提
供
し
ま

す
。

受
付
期
間
　
６
月
15
日
（月）
〜
26
日

　
（金）
　
９
時
〜
16
時

受
付
場
所
　
秋
田
河
川
国
道
事
務

　
所
　
子
吉
川
出
張
所

※

詳
細
は
子
吉
川
出
張
所
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
国
土
交
通
省

　
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
　
子
吉

　
川
出
張
所
　
☎
22―

６
３
６
０

期
間
　
７
月
13
日
（月）
〜
17
日
（金） 

会
場
　
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象
　
55
歳
以
上
で
、
就
職
を
目

　
指
し
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申

　
し
込
み
を
し
て
い
る
方

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
　
無
料

内
容
　
林
材
業
労
災
防
止
協
会
が

　
指
導
し
、
刈
払
機
安
全
衛
生
教

　
育
修
了
証
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特

　
別
教
育
修
了
証
を
交
付

定
員
　
15
人
（
選
考
あ
り
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
29
日
（月）
ま
で
、
県
シ
ル
バ

　
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
　
☎

　
０
１
８―

８
８
８―

４
６
８
０

　
身
者
で
原
則
と
し
て
25
歳
（
声

　
楽
部
門
は
28
歳
）
ま
で
の
方

参
加
料
　
３
千
円
（
声
楽
・
フ
ェ

　
ス
テ
ィ
バ
ル
の
部
　
千
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
　
文

　
化
振
興
課
　
☎
０
１
８―

８
６

　
０―

１
５
３
０

日
時
　
７
月
４
日
（土）
　
10
時
〜
12
時

会
場
　
鶴
舞
会
館
　
１
階
運
動
室

内
容
　
七
夕
ま
つ
り

対
象
　
親
と
子
、
祖
父
母
と
孫
な

　
ど
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
２
日
（木）
ま
で
、
市
社
会
福

　
祉
協
議
会
本
荘
支
所
　
☎
24―

　
３
６
３
４

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大

学
で
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
無
料
で
資
料
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
・
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
15
日
（月）
〜
９
月
20
日
（月）
ま

　
で
、
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン

　
タ
ー
　
☎
０
１
８―

８
３
１―

　
１
９
９
７

　
国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
上
積
み
年
金
と
し
て
給
付

を
行
う
、公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　
基
本
型
は
65
歳
支
給
開
始
で
す

が
、
２
口
目
以
降
に
60
歳
か
ら
支

給
の
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

　
６
月
下
旬
に
加
入
対
象
者
宛
て

に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
県
国
民
年

　
金
基
金
　
☎
０
１
２
０―

６
５

　―

４
１
９
２

　
道
川
・
松
ヶ
崎
・
西
目
の
各
漁

港
内
に
仮
置
き
し
て
い
る
砂
を
希

望
者
に
無
償
で
提
供
し
ま
す
。
必

要
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

採
取
の
条
件

●
砂
の
積
込
み
・
運
搬
に
つ
い
て

　
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
転
売
目
的
の
採
取
は
料
金
が
か

　
か
り
ま
す
。

●
搬
出
後
の
砂
に
関
す
る
問
題
は

　
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
農
山
漁
村
振
興

　
課
　
☎
24―

６
３
５
５

受
付
期
間
　
５
月
15
日
（金）
〜
６
月

　
30
日
（火）
（
締
切
必
着
）

応
募
資
格
　
４
月
１
日
現
在
、
18

　
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

採
用
開
始
日
　
８
月
31
日
（月）
　

試
験
日
　
７
月
５
日
（日）
　

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐

　
屯
地
（
秋
田
市
）

問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
由
利
本

　
荘
地
域
事
務
所
　
☎
22―

３
４

　
７
９

　
現
在
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
し

て
い
る
方
、
新
規
に
栽
培
を
考
え

て
い
る
方
を
対
象
に
、
新
し
い
作

型
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
半
促
成

栽
培
（
ハ
ウ
ス
・
施
設
に
よ
る
雨

よ
け
栽
培
）
の
勉
強
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
　
７
月
13
日
（月）
　
９
時
〜
12

　
時
半

集
合
場
所
　
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い

　
本
店（
バ
ス
で
視
察
先
に
移
動
）

内
容
　
農
業
試
験
場（
雄
和
）、
市

　
内
の
半
促
成
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ほ

　
場
の
視
察
と
説
明
会

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
３
日
（金）
ま
で
、
農
業
振
興

　
課
　
元
気
集
落
支
援
班
　
☎
24

　―

６
２
３
４

　
浴
衣
の
着
付
け
を
２
回
に
分
け

て
学
び
ま
す
。

日
時
　【
１
回
目
】
７
月
２
日
（木）
、

　【
２
回
目
】７
月
６
日
（月）
　
い
ず

　
れ
も
18
時
半
〜
21
時

会
場
　
日
新
館
　
和
室

定
員
　
10
人
（
女
性
限
定
）

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
浴
衣
・
帯
・
腰
ひ
も
（
２

　
本
）・
お
し
ぼ
り
タ
オ
ル
・
ダ

　
テ
締
め

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
26
日
（金）
ま
で
、
矢
島
公
民

　
館
　
☎
56―

２
２
０
３

　
マ
ン
ド
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
地
元
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
す
こ
や
か
コ
ー
ラ
ス
」
と
の
共

演
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
５
日
（日）
　
10
時
〜
11

　
時
半

会
場
　
善
隣
館

入
場
料
　
無
料

演
奏
者
　
マ
ン
ド
リ
ン
・
荻
田
ヒ

　
サ
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
・
木
下
裕

　
美
さ
ん

曲
目
　「
ノ
ク
タ
ー
ン
」、「
メ
ド

　
レ
ー
『
日
本
の
う
た
』」、「
麦

　
の
唄
」
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
教
育
学
習

　
課
　
☎
53―

２
２
４
５

14平成 27年 6月 15日号　広報ゆりほんじょう

第
２
回
ふ
る
さ
と
秋
田
文
学
賞

作
品
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
サ
ロ
ン
「
な
か
ま
っ
子
」

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

半
促
成
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
勉
強
会

参
加
者
募
集

あ
き
た
県
民
芸
術
祭
２
０
１
５

「
秋
田
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

参
加
者
募
集

放
送
大
学（
10
月
入
学
）学
生
募
集

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

入札関係書類の交付・物品の公開期間
　６月26日（金）～７月１日（水）　９時～17時
※土・日曜は除く
場所　管財課（市役所増設棟２階）
※期間内に書類の交付を受けていない方は、入札に参加で
　きません。
入札日時　７月９日（木）　10時
入札場所　市役所正庁（４階）
問い合わせ先　管財課　☎２４－６２６２

　一般競争入札により、下記の物品を売り払います。
入札物品

６月市税納期のお知らせ
～納期内に納めましょう～
６月30日（火）　市県民税（第１期）

納付は便利で
確実な口座振替で

　市が納付を確認できるまでに、金融機関などに納付されてか
ら１週間程度かかります。
　納税証明などでお急ぎの場合は、領収証書や引き落とし額が
記帳された通帳をご持参のうえ税務課窓口に申請してください。
問い合わせ先
　税務課　☎２４－６３０３（納税証明など）
　収納課　☎２４－６２５６（口座振替など）
　または各総合支所振興課

6月30日（火）まで自動車税の納付は忘れずに！
　自動車税は４月１日現在の所有者に課税されます。
　４月１日以降に移転登録したときでも４月１日現在の所有者
が全額納付することになります。忘れずに最寄りの金融機関、コ
ンビニエンスストアで期限内に納めましょう。
※口座振替の申し込みもできます。詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ先　県総合県税事務所   収納管理課   ☎０１８－
　８６０－３３３１、または県総合県税事務所由利支所　☎
　２３－４１０５

物品売り払いのお知らせ

※市ホームページに物品写真を掲載しています。

物　品　名 年　式 公開連絡先
あらかじめご連絡ください最低売却価格

トヨタ
ランドクルーザー

平成10年
登録

鳥海総合支所建設課
☎５７－２２０４100，000円

ホンダ
オルティア

平成10年
登録

鳥海総合支所振興課
☎５７－２２０１10，000円

ニッサン
ホーミー

平成５年
登録

東由利総合支所振興課
☎６９－２１１０50，000円

トヨタ
ハイエース

平成13年
登録

鳥海総合支所振興課
☎５７－２２０１50，000円

平
成
27
年
度
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

子
吉
川
の
「
刈
り
草
」

無
償
提
供
し
ま
す

国
民
年
金
基
金

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う
！

浴
衣
の
着
付
け
教
室

七
夕
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
星
に
願
い
を
〜

農
業
者
年
金
現
況
届
の
提
出
は

お
早
め
に
！

高
齢
者
の
就
職
を
支
援
し
ま
す

緑
地
保
全
管
理
講
習

（
刈
払
機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）

仮
置
き
中
の
砂
を
提
供
し
ま
す

水道メーターの取り替えに

ご協力ください

○「情報ガイド」の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものとしています。掲載希望の際は担当各課へご相談ください。

　ガス水道局では、ご家庭や事業所な
どで使用する水量の適正な計量を行う
ため、計量法に基づいた水道メーター
の取り替えを行っています。
　ガス水道局から依頼を受けた「市指
定給水装置工事事業者」が、該当する
ご家庭や事業所などにお伺いし、取り
替え作業を行います。取り替え費用は
無料です。ご理解をお願いします。
取り替え作業期間　平成28年３月まで
◎取り替え作業費を求められた・不審
　なときはガス水道局までご連絡くだ
　さい。
問い合わせ先
　ガス水道局水道課　☎２２－２３２６



一
般
書

一
般
書

Ｕ―

20
（
10
代
向
け
の
本
）

Ｕ―

20
（
10
代
向
け
の
本
）

「
ご
ん
狐
」の
誕
生

親
が
倒
れ
た
日
か
ら
、い
つ
か
く
る…

そ
の
日
ま
で
。

い
ま
の
な
ん
だ
？
地
獄
か
な

ひ
と
目
で
わ
か
る
病
害
虫
の
症
状・予
防・対
策

維
新
の
肖
像

全
国
２
０
４
カ
所
！
戦
国
武
将
巡
礼
ガ
イ
ド
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

有
名
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
の
焼
き
菓
子

防
災・減
災
に
つ
な
げ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
か
し
方

原
発
事
故
を
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
伝
え
る
の
か

こ
れ
一
冊
で
き
ち
ん
と
わ
か
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス

武
道
館

ジ
ャ
ー
ス
ム
ー
ジ
ー
＆
サ
ラ
ダ

伝
え
方
が
９
割
　
２

頂
点
へ
の
道

日
本
人
が
知
ら
な
い
漁
業
の
大
問
題

の
ん
び
り
行
こ
う
！
東
北
山
歩
き
ガ
イ
ド

一
〇
三
歳
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と

答
え
は
す
べ
て
本
に
書
い
て
あ
る
。

図
解
　
む
し
歯・歯
周
病
の
最
新
知
識
と
予
防
法

手
入
れ
が
わ
か
る
雑
木
図
鑑

か
つ
お
　
き
ん
や

か
ぶ
ら
ぎ
　
み
な
こ

花
村
　
萬
月

ナ
ツ
メ
社

安
部
　
龍
太
郎

河
出
書
房
新
社

旭
屋
出
版

鈴
木
　
康
弘

阿
部
　
治

新
井
　
亜
樹

朝
井
　
リ
ョ
ウ

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｎ

佐
々
木
　
圭
一

錦
織
　
圭
／
秋
山
　
英
宏

佐
野
　
雅
昭

木
暮
人
倶
楽
部
森
林
・
山
歩
き
の
会

篠
田
　
桃
紅

川
上
　
徹
也

倉
治
　
な
な
え

平
井
　
孝
幸

児
童
書

児
童
書

酒
天
童
子

よ
の
な
か
を
変
え
る
技
術

夏
目
漱
石
、読
ん
じ
ゃ
え
ば
？

レ
ジ
ェ
ン
ド
！
　
葛
西
紀
明
選
手
と
下
川
ジ
ャ
ン
プ
少
年
団
も
の
が
た
り

ペ
ン
ギ
ン
が
教
え
て
く
れ
た
物
理
の
は
な
し

ブ
ロ
ー
ド
街
の
12
日
間

竹
下
　
文
子

今
　
一
生

奥
泉
　
光

城
島
　
充

渡
辺
　
佑
基

デ
ボ
ラ
・
ホ
プ
キ
ン
ソ
ン

絵
本
で
学
ぶ
イ
ス
ラ
ー
ム
の
暮
ら
し

ま
て
ま
て
タ
ク
シ
ー

こ
れ
は
な
ん
の
よ
う
ち
ゅ
う
か
な
？

お
話
き
か
せ
て
ク
リ
ス
ト
フ

ぼ
く
と
テ
ス
の
秘
密
の
七
日
間

パ
オ
ズ
に
な
っ
た
お
ひ
な
さ
ま

松
原
　
直
美

西
村
　
敏
雄

学
研
教
育
出
版

ニ
キ
・
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル

ア
ン
ナ
・
ウ
ォ
ル
ツ

佐
和
　
み
ず
え

こ
こ
で
紹
介
す
る
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館
　
☎
22
│
４
９
０
０

岩
城
図
書
館
　
☎
73
│
３
６
７
３

由
利
図
書
館
　
☎
53
│
２
１
２
１

出
羽
伝
承
館
　
☎
62
│
０
５
０
５

市
図
書
館
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。蔵
書
検
索
も
で
き
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
新
着
本

オ
ス
ス
メ
新
着
本

〈児童書〉

ち
っ
ち
ゃ
な
ト
ラ
ッ
ク

　
　レ
ッ
ド
く
ん
と
イ
エ
ロ
ー
く
ん

み
や
に
し
　
た
つ
や
　
著

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
／
１
２
９
６
円

自
動
車
の
レ
ッ
ド
く
ん
と
イ
エ
ロ
ー
く
ん

は
水
族
館
に
荷
物
を
届
け
る
こ
と
に
。

ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
、ち
ゃ
ん
と
行
け
る
か

な
。

〈Ｕ-２０（１０代向けの本）〉

思
春
期小

手
鞠
　
る
い
　
著

講
談
社
／
１
５
１
２
円

中
学
１
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
12
歳
の

「
わ
た
し
」。

不
安
や
劣
等
感
、自
己
嫌
悪…

暗
い
気
持

ち
が
胸
に
渦
巻
い
て
い
る
。

〈一般書〉

動
物
た
ち
は
何
を
考
え
て
い
る
？

藤
田
　
和
生
　
著

技
術
評
論
社
／
１
５
８
０
円

人
に
は
心
が
あ
る
。で
は
他
の
動
物
は
ど

う
だ
ろ
う
？

動
物
た
ち
の
気
持
ち
を
考
え
る
、動
物
心

理
の
奥
深
い
世
界
に
招
待
す
る
。

【
木
境
コ
ー
ス
】

　
花
立
牧
場
公
園
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
ロ
ー
ド
や
、
木
境
の
道
者
道
な

ど
を
散
策
し
、
緑
が
生
い
茂
る
初

夏
の
鳥
海
高
原
を
巡
り
ま
す
。

日
時
　
７
月
４
日
（土）
　
９
時
半
〜

　
12
時
半
（
受
け
付
け
９
時
〜
）

集
合
場
所
　
鳥
海
高
原
花
立
牧
場

　
公
園
　
ユ
ー
ス
プ
ラ
ト
ー
　
駐

　
車
場

距
離
　
５
㌔

参
加
料
　
５
０
０
円

定
員
　
25
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
26
日
（金）
ま
で
、
観
光
文
化

　
振
興
課
　
☎
24―

６
３
４
６
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演
題
　
「
地
域
の
こ
ど
も
・
若
者

　
に
何
を
伝
え
る
か
」

日
時
・
内
容
　
６
月
24
日
（水）
　
13

　
時
半
〜
15
時
半

会
場
　
鶴
舞
会
館

演
題
　
「
地
域
の
高
齢
者
か
ら
何

　
を
受
け
止
め
る
か
」

日
時
　
７
月
８
日
（水）
　
13
時
半
〜

　
15
時
半

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
師
　
秋
田
大
学
医
学
部
保
健
学

　
科
准
教
授
　
佐
々
木
久
長
氏

資
料
代
　
各
３
０
０
円
（
中
・
高

　
校
生
は
無
料
）

※

申
し
込
み
不
要
。
託
児
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
サ
ポ
ー

　
ト
グ
ル
ー
プ
ま
ん
ま
　
東
海
林

　
さ
ん
　
☎
22―

１
７
０
５

日
時
　
６
月
28
日
（日）
　
正
午
開
演

　（
開
場
11
時
〜
）

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
千
円
（
協
会
会
員
・
カ

　
ダ
ー
レ
内
「
ゆ
り
ぷ
ら
ざ
」
売

　
店
な
ど
で
販
売
）

内
容
　
加
盟
６
団
体
会
員
（
46
演

　
目
）
の
新
舞
踊
・
民
謡
踊
り

問
い
合
わ
せ
先
　
事
務
局
　
藤
原

　
さ
ん
　
☎
23―

３
４
０
３

　
認
知
症
に
関
す
る
日
頃
の
悩
み

や
苦
労
を
、
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
み

な
が
ら
気
軽
に
お
話
し
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
（
申
し
込
み
不
要
）

日
時
　
６
月
27
日
（土）
　
13
時
半
〜

　
15
時
半

会
場
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
由
利
本
荘
に

　
か
ほ
市
民
が
健
康
を
守
る
会
事

　
務
所
（
石
脇
字
石
脇
２
）

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　
す
（
認
知
症
の
方
本
人
の
参
加

　
も
可
能
で
す
）

内
容
　
認
知
症
の
方
本
人
や
そ
の

　
家
族
が
集
ま
り
、自
由
に
話
を
し

　
な
が
ら
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
認
知
症
の
人
と

　
家
族
の
会
　
☎
23―

４
４
８
８

日
時
　
６
月
28
日
（日）
　
人
形
受
け

　
付
け
＝
９
時
〜
11
時
、
供
養
祭

　
＝
11
時
半
〜

会
場
　
虹
の
ホ
ー
ル
し
ら
ゆ
き（
に

　
か
ほ
市
）

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
ジ
ェ
イ
エ
イ
ゆ

　
り
葬
祭
セ
ン
タ
ー
　
☎
27―

１

　
７
１
８

日
時
　
７
月
７
日
（火）
　
受
け
付
け

　
15
時
〜
15
時
半

会
場
　
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

会
費
　
１
万
円
（
写
真
代
含
む
）

申
し
込
み
先
　
６
月
20
日
（土）
ま
で
、

　
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
☎
22

　―

４
５
４
５

問
い
合
わ
せ
先
　
伊
藤
さ
ん
　
☎

　
22―

３
６
０
６

期
間
　
６
月
２
日
（火）
〜
30
日
（火）
　

　
９
時
〜
17
時

会
場
　
道
の
駅
に
し
め
　
ギ
ャ
ラ

　
リ
ー

入
場
料
　
無
料

内
容
　
写
真
家
　
加
藤
明
美
氏
の

　
作
品
30
点
を
展
示

問
い
合
わ
せ
先
　
道
の
駅
に
し
め

　
☎
33―

４
２
６
０

　
平
安
時
代
に
築
造
さ
れ
、
東
北

古
代
城
柵
で
は
最
大
規
模
の
面
積

を
誇
る
払
田
柵
跡
（
大
仙
市
）。

　
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
壮
大

な
柵
木
列
や
大
き
な
石
を
積
み
上

げ
た
石
塁
、
整
然
と
配
列
さ
れ
た

建
物
跡
な
ど
に
つ
い
て
、
発
掘
担

当
者
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
お

話
し
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
27
日
（土）
　
14
時
〜
16

　
時
（
申
し
込
み
不
要
）

会
場
　
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師
　
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
　

　
五
十
嵐
一
治
氏

問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
郷
土
資
料

　
館
　
☎
24―

３
５
７
０

日
時
　
６
月
25
日
（木）
　
15
時
〜

会
場
　
か
し
わ
温
泉

※

13
時
よ
り
「
岡
本
フ
キ
子
民
謡

　
シ
ョ
ー
」
を
行
い
ま
す
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先
　
か
し
わ
温
泉
　

　
☎
33―

２
２
５
９

　
親
子
で
市
在
住
の
外
国
の
方
と

動
物
園
に
行
っ
て
親
睦
を
深
め
ま

す
。
動
物
を
見
な
が
ら
、
色
々
な

国
の
言
葉
を
覚
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
６
月
28
日
（日）
　
10
時
ま
で

　
集
合
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所
　
大
森
山
動
物
園
チ
ケ

　
ッ
ト
売
り
場
付
近
（
秋
田
市
）

定
員
　
親
子
10
組

持
ち
物
　
お
弁
当
、
敷
物
、
動
物

　
園
入
場
料
な
ど

※

動
物
園
ま
で
外
国
人
の
方
の
同

　
乗
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

　
承
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
み
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
19
日
（金）
ま
で
、
国
境
な
き

　
話
し
手
　
古
川
さ
ん
　
☎
０
９

　
０―

４
５
５
９―

４
４
７
８

16平成 27年 6月 15日号　広報ゆりほんじょう

地
域
支
援
講
座

「
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
」

道
の
駅
に
し
め

写
真
展
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
」

由
利
本
荘
市
の
各
地
を
歩
く

フ
ッ
ト
パ
ス
「
鳥
海
さ
ん
ぽ
」

由
利
本
荘
市
新
舞
踊
協
会

「
第
３
回
　
新
舞
踊
発
表
会
」

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
　
ｔ
ｒ
ｉ
ｐ

ｔ
ｏ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｚ
ｏ
ｏ
．

か
し
わ
温
泉

「
ぼ
け
よ
け
地
蔵
尊
祈
願
祭
」

人
形
供
養
祭
を
開
催
し
ま
す

喜
寿
を
祝
う
会

第20回子吉川フェア
7月4日（土）開催！

日時　７月４日（土）　９時半～
　14時半
会場　アクアパル・友水公園・ア
　クアパル前子吉川ほか
内容　親子船上観察、カヌー体
　験、魚のつかみどり大会、消防
　ふれあい広場、物産コーナー、
　研究発表会、抽選会など
問い合わせ先
　アクアパル　☎２２̶５６１１

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

本
荘
郷
土
資
料
館
企
画
展

第
３
回
公
開
講
座

「
払
田
柵
跡
の
発
掘
調
査
」

南内越アドベンチャースクール主催南内越アドベンチャースクール主催

MASワー泥CUP
　県立大学の留学生も参加します。この機会に
国際交流してみませんか。
日時　７月４日（土）　13時半～（小雨決行。13
　時20分まで芋川桜づつみパークゴルフ場に集
　合）
会場　芋川桜づつみパークゴルフ場そばの水田
◎悪天候の場合は、南内越コミュニティ体育館
　で室内カーリング「フロッカー」を行います。
対象　小学生と保護者
内容　水田でのサッカー、綱引きなど（地元産
　のお米や野菜など豪華賞品を準備します）
持ち物　着替え、汚れてもいい履き物（ズック
　など）、うがい用の水
参加料　１人３００円（傷害保険料含む）
申し込み・問い合わせ先　７月１日（水）まで、
　南内越公民館　☎・ＦＡＸ２２－０３１６、
　または冨樫さん　☎０９０－７７９２－４２
　４１、ＦＡＸ２２－５１９８

全
国
２
０
４
カ
所
！
戦
国
武
将
巡
礼
ガ
イ
ド
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

有
名
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
の
焼
き
菓
子

防
災・減
災
に
つ
な
げ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
か
し
方

原
発
事
故
を
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
伝
え
る
の
か

こ
れ
一
冊
で
き
ち
ん
と
わ
か
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス

武
道
館

ジ
ャ
ー
ス
ム
ー
ジ
ー
＆
サ
ラ
ダ

伝
え
方
が
９
割
　
２

頂
点
へ
の
道

日
本
人
が
知
ら
な
い
漁
業
の
大
問
題

の
ん
び
り
行
こ
う
！
東
北
山
歩
き
ガ
イ
ド

答
え
は
す
べ
て
本
に
書
い
て
あ
る
。

図
解
　
む
し
歯・歯
周
病
の
最
新
知
識
と
予
防
法

手
入
れ
が
わ
か
る
雑
木
図
鑑

酒
天
童
子

よ
の
な
か
を
変
え
る
技
術

夏
目
漱
石
、読
ん
じ
ゃ
え
ば
？

レ
ジ
ェ
ン
ド
！
　
葛
西
紀
明
選
手
と
下
川
ジ
ャ
ン
プ
少
年
団
も
の
が
た
り

ペ
ン
ギ
ン
が
教
え
て
く
れ
た
物
理
の
は
な
し

ブ
ロ
ー
ド
街
の

図書館に行こう！



　心も体も健やかに
家族みんなの家族みんなの

健康ノート

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう <5月16日～31日受け付け分> どうぞ やすらかにどうぞ やすらかに 〈5月16日～31日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。

19 Yurihonjo city public Relations. 2015 18平成 27年 6月 15日号　広報ゆりほんじょう

髙𣘺　　伸さん

齋藤　　昭さん

大島　義夫さん

渡辺　輝枝さん

（石脇・93歳）

（福山・67歳）

（水林・66歳）

（東町・39歳） 

岩井　　由さん

佐々木友志さん

鈴木ハツヨさん

土門美智子さん

（石脇・86歳）

（船岡・80歳）

（赤沼下道・95歳）

（三条・69歳）

本間　準治さん

齋藤　モヨさん

上原　誠一さん

仁部　ハルさん

八坂　龍郎さん

小沢　弘三さん

佐藤　サヨさん

髙野　フヨさん

（川口・81歳）

（内黒瀬・95歳）

（石脇・86歳）

（芦川・96歳）

（矢島町荒沢・75歳）

（矢島町立石・78歳）

（岩城道川・94歳）

（岩城上蛇田・87歳）

佐々木ハルヱさん

湯田　ミヱさん

畑中　　厚さん

八木橋キヌさん

木内テル子さん

畠山　文雄さん

真坂　信金さん

佐々木千榮子さん

（岩城亀田愛宕町・87歳）

（岩城亀田亀田町・96歳）

（前郷・90歳）

（前郷・76歳）

（川西・84歳）

（黒沢・82歳）

（岩谷町・88歳）

（大谷・74歳）

丸山江美子さん

三浦　チヤさん

佐藤ムツエさん

小野リツ子さん

佐藤トラコさん

真坂　徳夫さん

佐藤　貞夫さん

（岩谷町・50歳）

（松本・86歳）

（東由利田代・95歳）

（鳥海町伏見・85歳）

（鳥海町百宅・89歳）

（鳥海町下川内・52歳）

（鳥海町小川・75歳）

大島　佳世ちゃん（和也さん）水林

谷合　竜馬ちゃん（久憲さん）西小人町

佐藤　結香ちゃん（寛紀さん）神沢

眞坂　結衣ちゃん（琢朗さん）二番堰

小柳　夢桜ちゃん（寿大さん）川口

眞田柊三郎ちゃん（ 学 さん）鶴沼

菊地　健晴ちゃん（弘泰さん）石脇

菊地　　晴ちゃん（智行さん）石脇

佐藤芽衣子ちゃん（ 力 さん）東梵天

小松　莉緒ちゃん（貴広さん）土谷

鈴木　雄真ちゃん（康雄さん）南ノ股

山﨑徠風斗ちゃん（大輔さん）水林

木村　崚汰ちゃん（泰平さん）薬師堂

文本　　怜ちゃん（智哉さん）石脇

土田　幸辰ちゃん（教之さん）矢島町七日町

鷹巢　美羽ちゃん（ 哲 さん）岩城二古

山田　栞渚ちゃん（貴大さん）岩城亀田亀田町

奥山　莉裕ちゃん（裕太さん）岩谷町

東海林心絆ちゃん（拓也さん）葛岡

上野千咲希ちゃん（ 繁 さん）西目町海士剝

佐藤　心結ちゃん（貴文さん）鳥海町上笹子

か　よ

りょうま

ゆいか

ゆ　い

ゆ　ら

しゅうざぶろう　  

たけはる

        はる

め    い    こ       

り　お

ゆうま

く　う　と　　

りょうた

　　とき

ゆきと

み　う

かんな

りひろ

しんば

ち　さ　き　　

み　う

事故･違反･飲酒運転のない街に！
5月の交通事故発生状況 

事故件数　　５件

死亡者数　　０人

負傷者数　　５人

  （5月 31日現在）

5月累計 昨年同期

３０件

０人

３５人

３１件

１人

４１人

◆
今
年
も
古
着
の
回
収
を
企
画
し

て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
物
を
す
ぐ
ご
み
と
し
て

処
分
で
き
な
い
性
分
な
の
で
、
着

な
く
な
っ
た
物
で
も
誰
か
が
再
利

用
し
て
く
れ
る
こ
と
は
と
て
も
助

か
り
ま
す
。

（
冨
樫
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
毎
回
読
み
や
す
い
紙
面
、
字
体
、

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
由
利
本
荘
市
情
報
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
小
松
さ
ん
・
本
荘
地
域
）

◆
故
郷
を
離
れ
て
40
数
年
に
な
り

ま
す
。
市
の
状
況
が
知
り
た
く
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
読
ん
で
い
ま

す
。
北
中
の
校
舎
か
ら
見
て
い
た

街
並
み
と
鳥
海
山
が
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

（
鎌
田
さ
ん
・
60
代
・
千
葉
県
）

◆
東
由
利
に
箸
工
場
が
あ
る
と
は
、

本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
職

人
さ
ん
の
技
術
で
丁
寧
に
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
鎌
田
さ
ん
・
50
代
・
岩
城
地
域
）

◆
ト
ー
ホ
ク
さ
ん
の
お
箸
を
家
族

全
員
で
使
っ
て
い
ま
す
。
母
が
工

場
に
行
っ
た
時
に
買
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。
使
い
ご
こ
ち
も
よ
く

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
ど
う
ぞ
。
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
富
樫
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

　
♥
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
子
吉
川

　
で
は
市
民
へ
の
ボ
ー
ト
の
貸
し

　
出
し
が
始
ま
り
、
9
月
の
子
吉

　
川
レ
ガ
ッ
タ
に
向
け
て
練
習
す

　
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
水
の
事

　
故
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

　
ま
す
。
も
し
も
に
備
え
て
楽
し

　
み
た
い
で
す
ね
。  

　
　 

（
あ
） 

お
た
よ
り

人　の動き
５月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 81,228人（-63）
男=38,728人（-25）
女=42,500人（-38）

世帯数 30,489 世帯（7）

藤井　健一氏（旧本荘市功労者・石脇）
５月19日永眠されました。昭和37年から
昭和57年までの20年間にわたり、旧本荘
市石脇財産区議会議員として務められま
した。この間、昭和44年から昭和49年ま
での５年間副議長を務められるなど、地
域の発展と地方自治の向上に尽力されま
した。平成15年11月旧本荘市地方自治功
労者顕彰。86歳。

広告募集中
市内に事業所や店舗、教室をお持ちの皆さま、広報に広告
を掲載して、会社やお店のPR、生徒募集などしませんか？
市のホームページにも掲載されます。ぜひご活用ください！
　【掲載期間】１号単位　【色数】２色（うち１色は黒）

この枠（Ａ号枠）が2万円
←こちらの枠（Ｂ号枠）は4万円

問い合わせ
広報課　☎２４－６２３７

　わが子の緊急事態に救急車を呼んだとき、到着までにで
きる救命措置の知識と技術を身につけませんか。
日時　７月９日（木）午前10時～11時30分
会場　職業訓練センター　2階　大会議室
内容　心肺蘇生法や誤飲の異物処理の仕方。ＡＥＤの使用
　　　方法や家庭で起こった事故例への対応を学びます。
　　　◎動きやすい服装で受講してください。
託児あり　保育料 無料　場所 “あいあい”  ※要予約
　　　　　当日は９時40分まで“あいあい”に来てください。
申し込み（受講・託児とも）　７月３日（金）まで子育て支援
センター“あいあい”　☎２８－５５３５

　県では、３歳児健診でむ
し歯のなかったお子さんと
その親御さんを対象に「親
子よい歯のコンクール」を開

催し、歯科保健の普及啓発を図っています。
　５月１４日、由利本荘地区審査会が行われ、歯
科医師が虫歯の有無や歯並び、歯の清掃状態
などを審査。釜台真喜子さん、幸芽さん親子（西
目地域）が表彰されました。
問い合わせ先　由利地域振興局福祉環境部
　　　　　　 健康・予防課　☎２２－４１２２

各種健(検)診　7月

検　　診　　名
胸部総合検診
大腸がん検診
胃がん検診

特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診
乳がん検診

子宮がん・卵巣腫瘍検診
ＨＰＶ検査

骨粗しょう症検診
胸部総合検診
大腸がん検診
胃がん検診

特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診
骨粗しょう症検診
胸部総合検診
大腸がん検診
胃がん検診

特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

実施地域

東由利

本荘

由利

鳥海

実　施　日 

１日（水）　　
～３日 (金)   

22日（水）

　　７日（火）　　　　
～10日 (金)、 
  13日 (月)  

22日（水）
 
23日（木）、
24日 (金)

受付時間
 

8:00～ 9:30

13:30～14:00

 
7:00～10:00

12:30～14:00

 9:30～10:30

 6:30～ 7:30

会　　場

有鄰館

本荘保健センター

由利福祉保健センター

笹子公民館

＊お住まいの地域に限らず、市民の方はどこの会場でも検診を受けることが出来ます。
＊問い合わせ先　健康管理課（本荘保健センター内☎22－1834）または各総合支所市民福祉課へ

　
　
　
お
た
よ
り

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　「
お
た
よ
り
」は
読
者
の
み
な
さ

ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。ふ
だ
ん
感
じ

て
い
る
こ
と
や
交
換
し
た
い
情
報
、

広
報
紙
へ
の
思
い
な
ど
あ
な
た
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
あ
て
先

　
〒
０
１
５
ー
８
５
０
１

　
尾
崎
17

　
由
利
本
荘
市
広
報
課
　
あ
て

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
ー
６
０
９
０

　「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・

　
お
た
よ
り
」を
明
記
し
て
く
だ

　
さ
い
。※

６
月
１
日
号
の
読
者
プ
レ

　 

ゼ
ン
ト
を
希
望
す
る 

方
は
、ク
イ
ズ

　 

の
答
え
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

　わが子の緊急事態に救急車を呼んだとき、到着までにで

乳幼児の救急救命講座

直根公民館

紫水館

27日（月）

28日（火）

6:30～ 7:30

6:30～ 7:30

　県では、３歳児健診でむ

平成27年度親子よい歯のコンクール
地区審査会

釜台さん親子を表彰

えがお（6月8日  2歳児歯科健診）

表
紙
の
紹
介

健
康
と
長
寿
を
祝
っ
て

　
夏
を
前
に
開
催
さ
れ
た
敬
老
会
を

取
材
し
ま
し
た
。
各
会
場
の
様
子
は

お
盆
頃
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送

す
る
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

（
写
真
は
５
月
31
日
、
子
吉
地
区
敬

老
会
で
）        

　
　
　
　
　
　
㊶


